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概要 

• EPRI 

• EPRI原子力部門会員資格とガバナンス 

•プラントの安全性・信頼性向上におけるEPRIの役割 

–リスク・安全性プログラム (RSM) 

–ポスト福島R&D  

•産業界の構成と相互作用 

•まとめ 
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我々の使命と歴史… 

• 1972年、電気事業者により、 

電気事業者のために創設 

•公共エネルギーおよび環境研究
のための独立非営利組織 

•電力業界の共有のリソース 

 

•主要オフィス：カリフォルニア
州パロアルト、ノースカロライ
ナ州 シャーロットおよびテネシ
ー州ノックスビル チョーンシー・スター 

EPRI 創設者 
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大停電を契機に設立 

1972年、公共エネルギーおよび環境研究のための 

独立非営利組織として設立 

1965年北東部大停電の際のニューヨーク市,  
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協力 

U.S. Nuclear Power Plants  

Source: NEI Website, 2009 

米国の会員 米国以外の会員 世界的な広がりと深み 

•全米国原子力発電所 

所有者/運転者 

•原子力発電所100基 

• 20 カ国、原子炉>220基 •世界の商用炉の
>75% 

会員組織でほとんどの原子炉設計を網羅 



6 © 2014 Electric Power Research Institute, Inc. All rights reserved. 

世界各国からの参加 

• 全26原子力事業者 (米国) 

• CEZ (チェコ) 

• COG (カナダ、ルーマニア) 

• CFE (メキシコ) 

• 中部電力(日本) 

• 中国電力 (日本) 

• EDF (仏国) 

• EDF Energy (英国) 

• ENEC (UAE) 

• Eletronuclear (ブラジル) 

• Eskom (南アフリカ) 

• KHNP (韓国) 

• NASA (アルゼンチン) 

• Rolls Royce (英国) 

• 四国電力(日本) 

• 東京電力 (日本) 

• UNESA (スペイン) 

全会員: 

会員の積極的参加と 運転経験の分析が 

EPRI最大の価値の一つ 
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サプライヤ, 

ベンダ 

原子力事業者 

基礎的研究と 

開発 

共同による 

技術開発, 

統合,応用 

解決策 

入力 

EPRI 国立研究所, 

大学 

我々のアプローチ 
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事業者の問題に向けられるグローバルな資源 

原子力発電協議会 

諮問機関 

世界各国のメンバー 世界各国のメーカ, 研究機関 

及び産業界コンサルタント
組織 

結果 

ニーズと 

経験 

RD&D  

解決策 

$$ 

解決策 $$ 

RD&D 

RD&D: 研究、開発及び実証 
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産業界の専門知識 

•原子力技術スタッフの50%以上が
博士号または修士号を取得 

•原子力プログラム・プロジェクト
マネージャの大部分が事業者また
は産業界経験者 

•グローバルな視点…原子力スタッ
フの出身は12カ国以上   

原子力技術スタッフの学位 

出典: EPRI 職員データ報告書 
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博士 
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学士 
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原子力分野のガバナンス 



プラントの安全性・信頼性改善に 

おけるEPRIの役割 
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米国原子力産業の設備利用率 –EPRIのR&Dによ
る支援  

EPRIの貢献 

•オンライン・メンテナンス 

•信頼性重視保全(RCM) 

•燃料破損の減少 

•材料経年変化研究 

•確率論的手法/リスク情報活
用研究 

•熱水力学的モデル 

•非破壊評価の技術と実証 

•運転認可更新 
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設備利用率と安全性は関連がある… 
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2014年の研究分野とプログラム 

行動計画 プログラム 

材料 

1次系腐食 

SG管理 

BWR容器および内部構造物 

PWR材料信頼性 

溶接補修と技術センター 

燃料信頼性 燃料信頼性 

使用済燃料/高レベル廃棄物管理 使用済燃料/高レベル廃棄物管理 

長期運転 長期運転 

非破壊評価 非破壊評価 

機器信頼性 

原子力保守応用センター 

プラントエンジニアリング 

計装制御 

リスクと安全マネジメント リスクおよび安全マネジメント 

改良原子力技術 改良型原子力技術 

化学,低レベル廃棄物および放射線管理 

低レベル廃棄物および放射線管理 

廃止措置技術開発 

水化学 
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EPRI リスク・安全マネジメント(RSM)の任務 

• 以下を可能にするリスク情報を活用した 

枠組みの実施 

–リスクを減じ、安全上の焦点を明確にする
安全上の利益 

–同時に運転のフレキシビリティも向上 

• この枠組みは以下により達成 

–技術手法, データおよび 解析ツールの開発 

–これら手法およびツールの有効利用のため
指針および訓練の提供 
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EPRI RSM 研究分野 

内部事象 

リスク評価の 

手法 ・ 指針 

火災 

リスク情報を活
用した規制 と 

応用 

応用 

信頼性評価  

セキュリティと 

緊急時計画 

PRAと安全性 

ソフトウェア 

訓練/ 

技術移転 

福島関連 活動 

技術手法と指針 

 

支援活動 

 

特別プロジェクト 

外部洪水 

地震 
その他のモード
とハザード 

強風 
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内部溢水 

•可能性のある内部溢水を特定
し評価する包括的指針(EPRI 

1019194) 

–世界中で広く使用される 

 “同意形成アプローチ” 

•故障率データに関する付帯
報告書 (EPRI 3002000079) 

–潜在的溢水源としての配
管系破損率 
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耐震評価とリスク解析 

•地震PRA実施ガイド(EPRI 3002000709) – 地震リスク評価
実施のためのガイド 

 

 

 

 

 

 

•プラント運転のための支援; 例えば、 

–地震時対応のためのガイド(EPRI 1025288)および再起動
のためのガイド(EPRI 3002000720) 

•地震フラジリティ解析 –地震によ
る破損の頻度 

–改良手法(EPRI 1022995) – シナ
リオ- 地震に基づくフラジリテ
ィ解析 

–地震フラジリティ解析ガイド 

(EPRI 1019200) 
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火災リスク解析 

•火災PRAのための主要ガイド 

–包括的火災PRAガイド 

 (EPRI 1011989) 

–火災PRA手法の改良 

(EPRI 1019259) 

–火災モデリング適用ガイド 

(EPRI 1023259) 

•火災事象データ 

–包括的データベース(EPRI 1025284) 

および頻度推定手法 (EPRI 1013211) 

リスクに対応するためにプラントの改善点を特定する効果的ツール 
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PRA・安全ソフトウェア 

•安全解析コード 

–MAAP 

–GOTHIC 

– RETRANおよびVIPRE 

• PRAソフトウェア 

– HRA Calculator 

– CAFTA, EOOS 

– FRANX, FIVE 

– PRA DocAssist 

– Etc. 
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PRA・安全トレーニング: 
リスクのプロフェッショナルの教育 

•プログラムは緊急のニーズに対応 

– PRA技術者に対するニーズの増加 

– 一人前になるまで長期間必要 

– 整合性と品質 

•アプローチ 

– 1週間の課程を年6回開催 

– PRAの全要素を詳細に 

– 幅広い経験を有するインストラクタ 

– 実践的、パフォーマンスベース 

•成功 

– 130名以上が本課程を修了済み 

– 多数の事業者が繰り返し参加 
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EPRIのリスク&安全マネジメントプログラム: 

日本との関わり 2014～2015年 

•役員、幹部、リスク専門家向けのPRA教育を初期に強調 

–役員向けのPRA課程(2014年4月) 

–リスク専門家向けの教育課程(第2四半期に開始) 

•モジュール1:  幹部および技術者向けのもの 

•モジュール1-6:  詳細なPRAの知識が必要な技術者向け
に開発; EPRI/RSMメンバー向けのもの 

•その他、EPRI会員向けワークショップを開催; 

例, MAAP, GOTHIC, Risk & Reliability Workstation 



ポスト福島研究 
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福島事故関連R&Dの範囲 

•根本原因の技術的評価 

•外部事象 

–  地震 

–  洪水 

•  シビアアクシデントマネジメント  

•  使用済燃料プール 

•  放射性物質放出の緩和 

膨大な件数が進行中 … グローバルに適用可能 
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技術評価 

事故の現象の理解のために… 

大規模でグローバルな共同作業 

EPRIシビアアクシデントコード – MAAP 

–炉心損傷シーケンスの理解 

–観測データとの比較 

–モデルの検証/更新 

–今後の技術的検討への情報提供 
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シビアアクシデントマネジメントガイダンス
（SAMG）支援のための技術ベース報告書 

•オリジナルの1992年版技術ベースの改訂 

 

•次の事項から知見の入手 

–福島事故 

–事故現象の実験 

–プラント個別の解析 

 

 

•プラント個別の対応のための高レベル措置の決定 
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戦略的焦点 

改良型燃料被覆管・燃料チャンネル 

炭化ケイ素複合  

BWRチャンネル 

モリブデン合金燃料被覆管 

Mo合金 

ジルコニウム合金またはアルミニウム含有ステンレス鋼または代替材料 

ジルコニウム合金または代替材料の軟質ライナー 

UO2ペレット 



28 © 2014 Electric Power Research Institute, Inc. All rights reserved. 

シビアアクシデント時の放射性物質放出緩和戦略 

• 格納容器健全性の維持 

• 注水によるデブリ冷却および 

潜在放出物質のフィルタ: 

– 水スプレイと冠水による
浮遊エアロゾルのフィル
タ 

– ベントの繰り返しがエア
ロゾル捕捉を最大化し、
水素を制御する。 

• 除染係数 >1000も可能 
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RHV：Reliable Hardened Vent  信頼性の高い耐圧ベント 



産業界の構成と相互関係 
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主要なインタフェイス  

世界の研究機関、国立研究所、大学、ベンダーと二国間または多国間協定 

産業界の協力 

戦略的な提携 

積極的な関与  

緊密なコミュニケーション 



31 © 2014 Electric Power Research Institute, Inc. All rights reserved. 

米国原子力産業の支援組織 

運転 

エクセレンス 
政策、主張、 

規制の窓口 

研究、技術開発、 実証 
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米国原子力規制委員会との関わり 

原子炉 

規制局 

(NRR) 

原子力 

規制研究局 

(RES) 

協力合意 

共同研究プログラム 

技術的専門性 
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DOEとの関わり 

EPRI DOE 

$  $ 

覚書 

• 覚書 – 調整会議, 関心のある問題の研究結果
の共有, 運営会議, LTO会議 

• DOE – 長期的R&Dへの出資 

• EPRI – R&D実施のため国立研究所を利用 

国立研究所 

結果 

$  $ 

サンディア アイダホ 

ロスアラモス オークリッジ 

サバンナ 

リバー 

ローレンス 

リバモア 

ローレンス 

バークレー 

パシフィック 

ノースウェスト 

アルゴンヌ 
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まとめ 

• EPRIのR&Dはプラントの安全性, 信頼性,パフォーマンスに
貢献 

–安全関連R&Dによって産業界に指針,ツール,訓練を提供 

• EPRIのユニークなモデルが世界的協力を可能に 

–タイムリーなプラント運転経験 

–世界レベルの専門性 

–プラント安全向上のための解決策と指針 

•日本の事業者と長年にわたり活発な連携 

– 4社が正式会員、11事業者全てがいずれかの原子力プロ
グラムに参加 



共に…電気の未来を創る 


